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運転席に座って操作する

窓やドアの外から手を入れるなど、運転席外からク
レーン操作をするのは危険です。必ず、運転席に座
って操作してください。

周囲の安全を確認してから操作する
機械の近くに人がいると、機械の間やカウンタウエ
イトと障害物の間に人が挟まれる危険性があります。
特に旋回操作を始める前には、機械の近くに人がい
ないことを確認してください。機械を動かす前にホ
ーンを鳴らして警告してください。
作業時は、機械の周りにロープを張るなど、機械の
近くに人が立ち入らない措置を講じてください。

地切り操作は確実に

荷をつり上げるときは、地切り操作を確実に行って
ください。
地切りの際は玉掛けロープが張った時点でいったん
停止し、荷の重心をつっているか、荷が地面に固着
していないか、周囲の荷や構造物などと干渉してい
ないか確認してください。
荷は垂直につり上げ、荷が地面から数cm離れたとこ
ろで再度停止して荷の振れを止め、玉掛け状態や、
荷がその位置で確実に保持されているか、過負荷に
なっていないか等を確認した後、再度つり上げてく
ださい。

ブームの上げ・伸長操作による地切りの禁止
地切り操作は、必ずウインチ操作で行ってください。
ブームの上げ・伸長操作による地切りは、荷振れを
起こして危険です。特にブーム上げ操作による地切
りは、過負荷であっても自動停止しないため、機械
の損傷や転倒事故の原因になります。

無理なつり上げは行わない
埋設物や植え木、地面に打ち込まれた物を抜こうと
すると、機械の各部に思わぬ荷重が加わり、機械の
損傷や転倒事故を起こします。
柱や杭のように地面に打ち込まれた物や、植え木や
泥や砂に埋まっている物はつり上げないでください。
どこからも力を受けていない状態にある物だけを、
つり上げてください。

つり荷の移動は慎重に

定格性能に近づくとAMLが断続の警報音で知らせま
す。クレーン作業は慎重にし速度を落としてくださ
い。
特に作業半径が拡がるブーム下げ操作は過負荷にな
らないよう注意してください。

過負荷（性能オーバー）に注意
定格総荷重に近い荷をつっているときは、荷が振れ
ると過負荷になることがあります。十分注意して操
作してください。
また、作業半径が拡がるブーム伸長操作・ブーム下
げ操作を行うときも、過負荷にならないよう注意し
てください。

過負荷になったときは

過負荷になったとき、急にブームを上げたり下げた
りするのは、機械が転倒しやすくなり危険です。す
みやかにウインチ巻下げ操作をして、つり荷を地面
に降ろしてください。

T01667CJ
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つり荷走行時はクレーン操作禁止
危険性が高いため、つり荷走行中は絶対にクレーン
操作を行わないでください。つり荷を動かす必要が
あるときは、停止してから行ってください。

作業時の注意（特殊作業）

共づり作業は慎重に

２台以上のクレーンを使用して、共づり作業をする
ことは危険ですので極力避けてください。共づり作
業は重心の偏りによる機械の転倒・つり荷の落下・
ブームの破損など、危険性の大きい作業です。
やむを得ず共づり作業を行う場合は、下記の注意事
項を順守し、細心の注意を払って作業してください。
• 作業方法などについて、事前に作業関係者と十分
な打合せを行ってください。

• 作業指揮者を置き、その人の指示に従ってくださ
い。必要な場合は、関係者全員に連絡装置を持た
せてください。

• クレーンは堅固な地盤の上にアウトリガを最大に
張り出して水平に設置してください。

• クレーンはつり荷に対して十分余裕があり、同じ
機種で同一性能のものを使用してください。そし
て、ブーム長さ・ブーム角度・ワイヤロープの掛
け数は、すべて同じにしてください。

• 各クレーンのワイヤロープが、常に垂直になるよ
うに荷をつり上げてください。

• 各クレーンが均等に荷重を受け持つよう玉掛けし
てください。

• 荷の移動はウインチ操作とブーム起伏操作で行い、
旋回操作は極力避けてください。ウインチ、起伏、
旋回などの同時操作は行わないでください。

• 一方のクレーンに荷重が偏らないように、運転時
は各クレーンを同時に操作してください。

T01667CJ
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点検カバーなどをロックする
点検カバーなどを開けたまま放置していると、突風
などで急にカバーが閉まり、挟まれてけがをする恐
れがあります。
点検カバーや扉、運転室のドアなどを開けたときは、
必ずロックをしてください。

工具・部品を落とさない

点検カバーを開けて下向きで作業するときは、その
内部に物を落とさないように注意してください。知
らないうちに物を落とすと、機械の損傷や作動不良
の原因になります。ポケットには点検に必要なもの
以外は入れないでください。
また、物を落としたときは必ず取り出してください。

油脂の付着に注意
クラッチ、ブレーキなどのライニングやディスクに
油脂が付着すると、制動力が低下して危険です。油
脂が付着しないように注意してください。

ほこりに注意
作業時に発生するほこりを吸わないでください。ブ
レーキおよびライニングなどの点検・整備を行うと
きは、最初に掃除機でほこりを吸い取ってください。
圧縮空気は、ほこりが空中に飛散するので使用しな
いでください。

ブースタケーブルによるエンジン始動
誤ったブースタケーブルによるエンジン始動は、バ
ッテリの爆発や機械の損傷につながります。

ブースタケーブルを使用してエンジンを始動すると
きは、保護眼鏡を着用してください。作業は2人で行
い、1人は運転席に座り、下記の手順で行ってくださ
い。
(1)24V仕様の救援車を使用してください。12Vや48V
仕様車は使用しないでください。

(2)故障車、救援車ともにスタータキーは「OFF」に
してください。

(3)ブースタケーブルを次の手順で接続してください。
1：故障車のバッテリの＋端子
2：救援車のバッテリの＋端子
3：救援車のバッテリの－端子
4：バッテリから離れた位置の故障車のフレーム

(4)救援車のエンジンを始動してください。
(5)故障車のエンジンを始動してください。
(6)故障車のエンジンが始動したら、ブースタケーブ
ルを4. 3. 2. 1. の手順で取り外してください。

電気系統の点検・整備時はバッテリケーブル

を外す
バッテリケーブルを外さないで電気系統の点検・整
備を行うと、配線がショートして電気機器や電子機
器を損傷することがあります。
電気系統の点検・整備を行うときは、作業前に必ず
マイナス端子側（アース側）のバッテリケーブルを
外してください。

T01667CJ
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53 ブレーキ警告ランプ
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58 リヤステアリング
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54 作業用補助ブレーキ警告ランプ

55 エキゾーストブレーキ表示ランプ57 リヤステアリング
     センタ表示ランプ

56 ロックアップ表示ランプ

49 グロー表示
     ランプ

50 低速走行表示ランプ

51  4輪駆動表示ランプ

52 サスペンションロック表示ランプ
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安定領域、強度領域

安定領域とは、クレーンの安定によって定められた
性能領域をいいます。
強度領域とは、クレーンの強度によって定められた
性能領域をいいます。定格総荷重表において、青線
より上側はクレーン強度に基づき、下側はクレーン
の安定に基づいて定められた性能領域です。

前方領域、後方領域、側方領域

前方領域とは、車両前方方向においてつり上げ性能
が決められた作業領域をいいます。
後方領域とは、車両後方においてつり上げ性能が決
められた作業領域をいいます。
側方領域とは、前方領域、後方領域以外の作業領域
をいいます。

前方性能、後方性能、側方性能

前方性能とは、前方領域におけるつり上げ性能をい
います。
後方性能とは、後方領域におけるつり上げ性能をい
います。
側方性能とは、側方領域におけるつり上げ性能をい
います。

全周同一性能

前方領域・後方領域・側方領域を問わず、全領域で
つり上げ性能が同一であることをいいます。

アウトリガ張出幅

アウトリガを張り出したときの、左右アウトリガフ
ロートの水平中心距離をいいます。
(1)アウトリガ最大張出幅（L1）
アウトリガを最大に張り出したときのアウトリガ
張出幅をいいます。

(2)アウトリガ中間張出幅（L2）
規定された中間張出位置でのアウトリガ張出幅を
いいます。

(3)アウトリガ最小張出幅（L3）
規定された最小張出位置でのアウトリガ張出幅を
いいます。

最大張出性能、中間張出性能、最小張出性能

(1)最大張出性能
アウトリガが最大張出幅の状態におけるつり上げ
性能をいいます。

(2)中間張出性能
アウトリガが中間張出幅の状態におけるつり上げ
性能をいいます。

(3)最小張出性能
アウトリガが最小張出幅の状態におけるつり上げ
性能をいいます。

前方特別性能

前方特別性能とは、前側アウトリガが最大張出幅の
状態、かつ後側アウトリガが中間（5.5m）張出幅以
上の状態における前方100°の領域におけるつり上げ
性能をいいます。

T045071J
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側方領域�
T101022J

L 1

L 2

L 3

T00053
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30

窓の開閉

【留意事項】
◆窓を閉め忘れると、雨天時に雨水が運転室内に入
ります。操作装置を濡らすと故障の原因になります。
運転室から離れるときは窓を閉めてください。

ドア窓の開閉

パワーウインドスイッチを押して窓を開閉してくだ
さい。窓の開閉はドアを閉めているときのみ操作が
可能です。

パワーウインド閉め忘れ外部スイッチ

パワーウインド閉め忘れ外部スイッチで、運転室外
から窓を閉めることができます。ドアを閉めた状態
でスイッチを手前に倒すと窓が閉まります。
窓を閉め忘れたとき等に使用してください。

シートの調整

シートは高さ調整、スライド調整、リクライニング
調整、およびヘッドガード高さ調整ができます。シ
ートに座ったとき、各装置が無理なく操作できる位
置に調整してください。

高さ調整

高さ調整レバーを引いてシートの高さを調整します。

スライド調整

スライド調整レバーを持ち上げてシートを前後に調
整します。レバーから手を離せばロックされます。
シートを前後に揺すってロックしたことを確認して
ください。

リクライニング調整

リクライニング調整レバーを前に引いて背もたれの
角度を調整します。レバーから手を離せばロックさ
れます。

ヘッドガード高さ調整

ヘッドガード高さ調整ノブを押し込むと、ヘッドガ
ードの高さが調整できます。任意の位置に調整して
ください。

T034651J

クレーン運転室に入って クレーン運転室に入って

T26223J

高さ調整レバー

ヘッドガード
高さ調整ノブ

リクライニング
調整レバー

スライド調整レバー

ヘッドガード

パワーウインド閉め忘れ�
外部スイッチ� T05722J

(運転室入口下部)

パワーウインド�
スイッチ�

T20025J

閉�

開�

走行中およびクレーン作業中の調整は危険で
す。必ず、走行前および作業前に調整してくださ
い。

警告�
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エンジンの始動と停止 エンジンの始動と停止
40

T045100J

エンジンの始動

【留意事項】
◆スタータモータの焼損防止のため、連続して15秒以
上スタータモータを回さないでください。一度でエンジ
ンが始動しないときは、一旦スタータスイッチを「OFF」
位置に戻し、30秒以上休止時間を取ってから再始動し
てください。

エンジンの始動

1 . ブレーキペタルを踏んでスタータスイッチを
「START」位置にしてください。始動後はすみやかにキ
ーから手を離してください。
◆冷却水温が低い時には、キースイッチを「ON」の位
置にすると、グロー表示ランプが点灯し、エアヒータに
通電します。ランプが消灯後、「START」位置にしてく
ださい。また、エンジン始動後もタイマーが作動し、エ
アヒータに通電している間はランプが点灯します。
◆シフトレバーが「N」になっていないと始動できませ
ん。

暖機運転

エンジン水温計の針が動きだすくらいまで暖機運転して
ください。
エンジン回転数の調整はアイドルボリュームを使用して
行います。
（１）「AUTO」位置（アイドルボリュームを押し込んだ位置）
エンジン水温に応じてエンジン回転数が自動で制御さ
れます。通常はこの位置にしてください。

（２）「MANUAL」位置（アイドルボリュームを引いた位置）
エンジン回転数が手動で調整できます。
アイドルボリュームを「FAST」方向に回すとエンジ
ン回転数が上がり、「SLOW」方向に回すとエンジン
回転数が下がります。必要に応じて調整してくださ
い。
◆暖機運転後は、アイドルボリュームを「AUTO」側
に押し込んでください。

◆アイドルボリュームを「MANUAL」で「FAST」方向
に回し、エンジン回転数を800min-1以上にした状態でア
クセルペダルを操作した場合、エンジン回転数がふらつ
くことがありますが、故障ではありません。

ACC
OFF

ON

START

T25399

SL

OW
FAST

PUSH�
AUTO

PULL�
MANUAL

AUTO

MANUAL

押�

引�

T05585J

アイドルボリュームでエンジン回転を上げて走行
しないでください。アクセルペダルでの車速の調整
ができなくなります。

注意�
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操作装置

ステアリング操作

ステアリング操作 ステアリング操作
50

T045142J

ステアリングモード切換え操作

◆特殊ステアリングモードでの走行は、低速での構
内移動のみに限定してください。特殊ステアリング
モードで走行するときは、アクセルペダルを踏み込
んでも2速までの自動変速となります。

ステアリングモード切換スイッチを切り換えること
により、4通りのステアリングモードを選択できます。
モードによって車両の動きが異なります。各モード
の特徴を知り、用途に応じて適切なステアリングモ
ードを使用してください。

T32514J-1

T05755J-1

ド
ラ
ム
ロ
ッ
ク

補
巻

フ
リ
ー

ロ
ッ
ク

旋
回
ロ
ッ
ク解
除

ロ
ッ
ク

OFF AUX
PARK

パーキング

S

ON

OFF

ONACC START

PULL
MANUAL

PUSH
AUTO

SLO
W FAST

OFF

ウインチ高速下げ

サスペンション パワーウィンド

フリー

M

ステアモード

リヤステアロックP.T.O
旋回ブレーキ旋回停止起伏緩停止

巻過

非常過巻

シフトモード駆動切換逆ステア

逆ステ

ON

パワー
モード

ON
H/4D

L/4D

リリース

油圧
サス

旋 回
ブレーキ

ON解除

旋停

解除

起伏停

解除

ロック

ステアリングモード切換スイッチ

リヤステアリングロックスイッチ

リヤステアリングロック
リリーススイッチ

逆ステアリングスイッチ

ステアリングハンドル

前方特別性能

一般道路は必ず2輪ステアリングで走行してく
ださい。一般道路を特殊ステアリングモード（4
輪ステアリング、カニステアリング、リヤステア
リング）にして走行するのは危険ですので禁止し
ます。
走行中にリヤステアリングロックピン警告ラン

プが速く点滅したときは、安全確保のため速やか
に速度を落としてください。

警告�

ステアモード�

T20037J

（1）　　　（2）　　　（3）　　　（4）�
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AM／FMラジオ(FD5322号機以降に適用)

各部の名称

操作方法についてはメーカ発行の取扱説明書（別冊）を参照してください。

T061041J

60運転室内装備の使い方 運転室内装備の使い方

T60000J
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メニューの構成は、下記の4種類です。

(1)映像メニュー
映像調整に関する項目表示に切り換えます。

(2)カメラメニュー
カメラ表示に関する項目表示に切り換えます。

(3)ディマーメニュー
モニタのディマー（調光）に関する項目表示に切
り換えます。

(4)終了
メニューモードを解除します。

映像メニュー

(1)明るさ
映像の明るさを調整します。CHボタンの「＋」を
押すと1stepずつ増加し、「－」を押すと1stepず
つ減少します。初期値は5（センター）で、調整
幅はセンターから±5stepです。
◆調整中は、映像ミュートを解除します。

(2)色の濃さ
映像の色の濃さを調整します。CHボタンの「＋」
を押すと1stepずつ増加し、「－」を押すと1step
ずつ減少します。初期値は5（センター）で、調
整幅はセンターから±5stepです。
◆調整中は、映像ミュートを解除します。

(3)コントラスト
映像のコントラストを調整します。CHボタンの
「＋」を押すと1stepずつ増加し、「－」を押すと
1stepずつ減少します。初期値は5（センター）で、
調整幅はセンターから±5stepです。
◆調整中は、映像ミュートを解除します。

(4)色合い
映像の色合いを調整します。CHボタンの「＋」を
押すと1stepずつ増加し、「－」を押すと1stepず
つ減少します。初期値は5（センター）で、調整
幅はセンターから±5stepです。
◆調整中は、映像ミュートを解除します。

(5)画面比
表示画面モードを切り換えます。CHボタンの「＋」
「－」を押すと、設定値が変化します。設定値は
「ワイド」（水平方向に均等に伸ばした映像表示）
と「ノーマル」（4：3表示　画面左右に黒画部分
あり）の2種類です。初期値は「ワイド」に設定
されています。
◆カメラモードは「ワイド」に固定されます。

(6)戻る
メインメニューに戻ります。

カメラメニュー

(1)カメラ正像／鏡像切換え
カメラから入力された映像をそのまま表示する
（正像）か、左右反転して表示する（鏡像）かを
切り換えます。CHボタンの「＋」「－」を押すと、
設定値が変化します。初期値は「正像」に設定さ
れています。カメラ1～5で、中継ボックスに接続
されているカメラの正像／鏡像を個別に設定でき
ます。カメラ6で、TVチューナに接続されている
カメラの正像／鏡像を設定できます。

T061041J

70運転室内装備の使い方 運転室内装備の使い方

T33118

[           ]MENU

T33119

[           ]MENU

T33120

[           ]MENU
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エンジンが止まらなくなったとき

【留意事項】
◆エンジン非常停止スイッチは非常の場合以外には使用
しないでください。
◆エンジン非常停止スイッチを使用したときは、最寄り
の当社指定サービス工場で点検を受けてください。

スタータスイッチを「OFF」位置にしてもエンジンが停
止しない場合は、エンジン非常停止スイッチを引いてエ
ンジンを停止してください。
◆エンジンが停止したら、エンジン非常停止スイッチを
元の位置に押し込んでください。

けん引されるとき

エンジンの故障等により、やむを得ずけん引するときは、
つぎの手順で行ってください。

1. エアホースを準備して接続してください。

(1)ブレーキ用の圧縮エアを供給するため、故障車のエ
ア補給口のプラグを取り外してください。

(2)故障車のエア補給口（PT3/8）に、けん引車からのエ
アホースを接続してください。

2. けん引車との間隔を十分取って、けん引フックに
けん引ロープを取り付けてください。

3. 各スイッチやレバーを下記の位置にしてください。
(1)シフトレバー・・・・・・・・・・・・・「N」
(2)駆動モード切換スイッチ・・・・（中立）
(3)スタータスイッチ・・・・・・・・・「ON」

4. エア圧が規定圧であることを確認した後、パーキ
ングブレーキを解除してけん引を開始してください。

ブレーキ用エア補給口�

T32522J

T045190J

80
非常時の処置 非常時の処置

システムチェック�非常ミッション� 非常アクセル�
エンジン非常停止� サス非常フリー�

常用�

非常用�

PULL       停止�

OFF

ON

OFF

ON

T25227J

引く�

停止�

エンジン非常停止�
スイッチ�

エンジンが回転していないため、ハンドル操作
力が重くなります。慎重に移動してください。
けん引される状態での制動は、フットブレーキ

だけになります。長い坂道を下ると、ブレーキが
過熱して効かなくなる恐れがあります。長い下り
坂は、途中で停車してブレーキの過熱を防いでく
ださい。
けん引ロープが切れたり外れたりすると危険で

す。けん引ロープは十分な強度を持ったものを使
用し、確実に取り付けてください。
急発進、急ブレーキは危険です。けん引時は速

度変化を少なくして、低速で走行してください。

警告�

エアタンクに圧力が残った状態でエア補給口の
プラグを取り外すと、プラグが飛んでけがをしま
す。エア圧計で圧力を確認してください。圧力が
残っているときは、エアタンクのドレーンコック
を開いて圧力を抜いた後、プラグを取り外してく
ださい。

警告�
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性能銘板の見方 性能銘板の見方88

T045211J

343-959-64000

（Ｒ：作業半径　Ｗ：荷重　Ａ：ブ－ム角度の範囲（無負荷時））

（単位：ｔ）

ア　ウ　ト　リ　ガ　中　間　（５．５ｍ）　張　出　　　－　側　方　－

オフセット４５°
(°)

ブ－ム
角度

R(m) W(t)
オフセット６０°

R(m) W(t)
オフセット２５°

R(m) W(t)
オフセット５°

R(m) W(t) R(m) W(t) R(m) W(t)
オフセット４５°オフセット２５°

４１．２ｍブ－ム＋１２．７ｍジブ４１．２ｍブ－ム＋８．０ｍジブ

A(°)

６９～８３．５

76.0
74.0
72.0
70.0
68.0
65.0
62.0
60.0

オフセット６０°
R(m) W(t)

オフセット５°
R(m) W(t)

６９～８３．５

W(t)R(m)
オフセット５°

W(t)R(m)
オフセット６０°

70.0
72.0
74.0
76.0

６１～８３．５５９～８３．５

A(°)

４１．２ｍブ－ム＋８．０ｍジブ ４１．２ｍブ－ム＋１２．７ｍジブ
オフセット２５° オフセット４５°

W(t)R(m)W(t)R(m)W(t)R(m)
オフセット５°

W(t)R(m)
オフセット２５°

W(t)R(m)
オフセット６０°

W(t)R(m)

ブ－ム
角度

(°)
オフセット４５°

ア　ウ　ト　リ　ガ　中　間　（４．１ｍ）　張　出　　　－　側　方　－

83.5

83.5

20.116.718.7
21.620.818.314.917.2
15.514.010.97.011.1

28.0
31.631.329.726.726.9
29.629.527.624.525.0
27.527.225.422.322.9
26.125.723.720.721.5
24.724.121.918.920.1
23.222.420.116.918.7
21.620.818.314.917.2
15.514.010.97.011.1

0.50.750.851.151.01.11.151.4
0.50.91.31.651.01.51.72.0
0.50.91.42.251.01.82.22.8
0.50.91.42.61.01.82.73.8
0.50.91.42.61.01.82.73.8

0.40.40.450.55
0.450.50.550.650.650.650.750.9
0.50.91.01.21.01.151.31.55
0.50.91.31.81.01.71.92.2
0.50.91.352.31.01.82.42.85
0.50.91.42.61.01.82.73.6
0.50.91.42.61.01.82.73.8
0.50.91.42.61.01.82.73.8
0.50.91.42.61.01.82.73.8

22.4 23.2
20.1 18.4 21.9 24.1 24.7
21.5 20.0 23.4 25.6 26.1

5.7 8.3 10.2
13.0 15.2 16.6
14.8 17.0 18.2
16.6 18.7 19.7
18.2 20.3 21.2
19.8 21.8 22.6
22.0 23.8 24.9
23.8 25.6 26.6
25.5 27.1 28.0

5.7 8.3 10.2
13.0 15.2 16.6
14.6 16.9 18.2
16.4 18.5 19.7
18.0 20.0 21.1

Ｇ Ｒ － ６ ０ ０ Ｎ 　 標 準 性 能 　 定 格 総 荷 重 表

343-959-64000-0

343-959-63900-0

343-959-63900
（Ｒ：作業半径　Ｗ：荷重　Ａ：ブ－ム角度の範囲（無負荷時））

（単位：ｔ）

ア　ウ　ト　リ　ガ　最　大　（７．６ｍ）　張　出　　　－　全　周　－

オフセット４５°
(°)

ブ－ム
角度

R(m) W(t)
オフセット６０°

R(m) W(t)
オフセット２５°

R(m) W(t)
オフセット５°

R(m) W(t) R(m) W(t) R(m) W(t)
オフセット４５°オフセット２５°

４１．２ｍブ－ム＋１２．７ｍジブ４１．２ｍブ－ム＋８．０ｍジブ

A(°) ５９～８３．５５９～８３．５ ４９～８３．５

76.0
74.0
72.0
70.0
68.0
65.0
60.0
55.0

50.0

オフセット６０°
R(m) W(t)

オフセット５°
R(m) W(t)

４９～８３．５

53.0

50.0
４９～８３．５

W(t)R(m)
オフセット５°

W(t)R(m)
オフセット６０°

55.0
60.0
65.0
68.0
70.0
72.0
74.0
76.0

５２～８３．５５９～８３．５ ５９～８３．５A(°)

４１．２ｍブ－ム＋８．０ｍジブ ４１．２ｍブ－ム＋１２．７ｍジブ
オフセット２５° オフセット４５°

W(t)R(m)W(t)R(m)W(t)R(m)
オフセット５°

W(t)R(m)
オフセット２５°

W(t)R(m)
オフセット６０°

W(t)R(m)

ブ－ム
角度

(°)
オフセット４５°

ア　ウ　ト　リ　ガ　中　間　（７．２ｍ）　張　出　　　－　側　方　－

83.5

83.5

５２～８３．５

53.0

19.9
21.220.3

32.933.031.528.928.3

18.3
19.718.7

29.629.527.725.125.0

16.6
18.217.0

27.527.225.422.422.9

14.8
16.615.2

26.125.723.720.721.5

13.0
10.28.3

24.724.121.918.920.1

5.7

23.222.420.116.918.7
21.620.818.314.917.2
15.514.010.97.011.1

38.437.935.7
36.936.133.8

33.7

35.934.932.5

33.232.0
32.2

32.933.031.529.028.3

31.630.3
31.1

29.629.527.725.125.0

30.529.1
28.3

27.527.225.422.422.9

27.425.8
24.9

26.125.723.720.721.5

24.022.2
22.6

24.724.121.918.920.1

21.919.9
21.2

23.222.420.116.918.7

20.318.3
19.7

21.620.818.314.917.2

18.716.6
18.2

15.514.010.97.011.1

17.014.8
16.6

0.380.45
0.450.50.550.60.70.8
0.650.70.80.850.951.05

0.50.91.151.51.01.61.71.8
0.50.91.22.01.01.82.152.7
0.50.91.32.21.01.82.453.05
0.50.91.352.41.01.82.653.4
0.50.91.42.61.01.82.73.75
0.50.91.42.61.01.82.73.8
0.50.91.42.61.01.82.73.8
0.50.91.42.61.01.82.73.8

0.380.450.550.550.60.7
0.60.70.850.90.951.0
0.80.951.051.11.21.25

0.50.91.151.651.01.71.82.1
0.50.91.22.01.01.82.152.7
0.50.91.32.21.01.82.453.05
0.50.91.352.41.01.82.653.4
0.50.91.42.61.01.82.73.75
0.50.91.42.61.01.82.73.8
0.50.91.42.61.01.82.73.8
0.50.91.42.61.01.82.73.8

32.3 34.8 35.9

15.213.0
10.2

33.6 36.0 36.8

8.35.7

21.9 22.6
22.2 24.0 24.9
25.7 27.4 28.3
29.0 30.4 31.1
30.2 31.5 32.2
31.9 33.1

Ｇ Ｒ － ６ ０ ０ Ｎ 　 標 準 性 能 　 定 格 総 荷 重 表
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AMLシステムの構成と機能

T045222J

AML（過負荷防止装置） AML（過負荷防止装置）98

AMLシステムは、以下に示す６つの機能を備えていま
す。
これらの機能はAMLに登録された作業状態と、各検出
器からの入力信号を基にクレーンの作動を制御します。

(1)過負荷時の自動停止機能
• 作業モーメントと定格モーメントを比較演算して割合
として表示します。また、作業モーメントが定格モー
メント以上（100％以上）になるとメッセージと警報
音を出し、クレーンの危険側の作動を停止します。

• 後方の安定度が低下した時はメッセージと警報音を出
し、危険側の作動を停止します。

(2)作業範囲制限機能
クレーン作業範囲をAMLに登録すると、クレーンの
作業姿勢がこの作業範囲を超えないようにメッセージ
と警報音を出し、クレーンの作動を停止します。

(3)緩停止機能
上記(1)、(2)のクレーンのブーム起伏停止時、ブーム
の起伏ストロークエンド時には、停止する前にブーム
の作動速度が落ちてゆっくりと停止します。

上記自動停止機能、作業範囲制限機能および緩停止機能は作業内容によって下表のようになります。

◎：緩停止する　○：停止する　×：停止しない　－：無関係

アウトリガ使用作業 アウトリガ不使用作業
ウインチの巻上げ ○ ○

過負荷時の ブームの下げ ◎ ◎
自動停止 ブームの伸長 ○ ○

旋回 ○ ×
ジブの伸長 ○ ジブ作業禁止
ジブの下げ ○ ジブ作業禁止

後方安定で停止 ブームの上げ － ◎
ストローク ブームの上げ・下げ ◎ ◎
エンドで停止 ブームの縮小 ◎ ◎

作業範囲
ブームの上げ・下げ ◎ ◎

制限で停止
旋回 ○ ×

ブームの伸長 ○ ○
ジブの伸長 ○ ジブ作業禁止

ジブの上げ・下げ ○ ジブ作業禁止

起伏緩停止解除�
起伏緩停止／解除スイッチ�

�

起伏緩停止�
� T25239J

P.T.O旋回ブレーキ�旋回停止�起伏緩停止�

巻過�

非常過巻�

旋 回�
ブレーキ�

ON解除�

旋停�

解除�

起伏停�

◆起伏緩停止／解除スイッチが「解除」のときは、ブー
ム上げ・下げの緩停止機能が解除されます。
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16. 作業半径制限シンボル
作業半径表示器 18.が、登録している作業半径制限値
を表示していることを示します。このシンボルが点灯
すると、作業半径シンボル 17.も同時に点灯します。

17. 作業半径シンボル
作業半径表示器 18.が作業半径を表示していることを
示します。

18. 作業半径表示器
通常は作業半径を表示します。また、作業範囲制限機
能の登録画面では、登録している作業半径制限値を表
示します。

19. ブーム角度シンボル
ブーム角度表示器 20.がブーム角度を表示しているこ
とを示します。

20. ブーム角度表示器
通常はブーム角度を表示します。また、作業範囲制限
機能の登録画面では、登録しているブーム下限角度制
限値を表示します。

21. アウトリガ状態シンボル
アウトリガの張出状態をシンボル表示します。
アウトリガ状態の登録中は点滅し、登録後は点灯状態
となります。

22. オンタイヤ状態シンボル
アウトリガ不使用(アウトリガなし)作業を選択したと
きに点灯します。

23. サスペンションロック状態シンボル
サスペンションロック状態をシンボル表示します。サ
スペンションロック性能を選択しているときに点灯状
態となります。

24. 左旋回制限シンボル
旋回位置表示器 25.が左旋回制限領域を表示している
ことを示します。

25. 旋回位置表示器
旋回位置を点灯表示します。また、旋回制限領域を登
録しているときは、登録している制限領域を点灯表示
します。なお、前後左右（4カ所）の小さいセグメン
トは10°、他のセグメントは20°を示します。

26. 前方特別性能状態シンボル
前方特別性能選択スイッチが「ON」で、作業領域が前
方領域であるときに点灯表示します。

27. 前方位置シンボル
旋回位置が前方位置になると点灯表示します。

28. 右旋回制限シンボル
旋回位置表示器 25.が右旋回制限領域を表示している
ことを示します。

C. 操作部

1. 基本表示キー
個別機能の中断時または終了時に使用します。

2. セットキー
選択した状態を登録するときに使用します。

3. 戻りキー
メニューを選択するときに使用します。

4. 送りキー
メニューを選択するときに使用します。

5. ブーム状態選択キー
ブームの状態を登録するときに使用します。

6. アウトリガ状態選択キー
アウトリガの状態を登録するときに使用します。

7. ジブセットキー
ジブセット作業状態を登録するときに使用します。

8. 範囲制限キー
作業範囲制限の登録、解除するときに使用します。

9. 点検キー
作業前点検またはユーザー調整メニューを選択すると
きに使用します。

10. 増キー
数値を増加させるときに使用します。

11. 減キー
数値を減少させるときに使用します。

12. ワイヤ掛数キー
ワイヤロープ掛数を登録するときに使用します。

108
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AMLの使い方 AMLの使い方

T23549

135710 91214

4 28 6111315

�

�
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◆下図は揚程制限を選択しているときの表示例です。

作業範囲制限の登録と解除方法

1. 範囲制限キーを押してください。作業範囲制限の
項目選択の状態になります。
制限シンボルが点滅している項目が選択されている項目
を示します。他の項目の制限シンボルは点灯表示します。
◆選択されている項目の表示器には、制限値が登録され
ていないときには現在値を点滅表示し、制限値が登録さ
れているときには制限値を点灯表示します。

2. 範囲制限キーまたは送りキーを押すごとに、制限
シンボルが下記の順序で点滅します。(6)の次は(1)が点
滅します。戻りキーを押したときは逆の順序で移動しま
す。
(1)揚程制限シンボル
(2)ブーム上限角度制限シンボル
(3)ブーム下限角度制限シンボル
(4)作業半径制限シンボル
(5)左旋回制限シンボル
(6)右旋回制限シンボル

3. 登録または解除したい項目の制限シンボルが点滅
している状態にしてください。
◆登録を中断したい時は、基本表示キーを押してく
ださい。登録前のクレーン作業状態に戻ります。

揚程制限の登録

4. 制限したい高さまでブームまたはジブを操作して
ください。
◆ブーム長さ表示器には、現在の揚程値が点滅表示され
ます。

5. セットキーを押してください。揚程制限表示ラン
プが点滅し、現在の揚程値が制限値として登録され、ク
レーン作業状態に戻ります。
◆制限値がすでに登録されているときは、セットキーを
押すと、作業範囲制限の登録が解除されます。

◆ブームまたはジブを制限揚程内に戻すと揚程制限表示
ランプは点灯に変わります。あらかじめ登録した揚程に
達すると揚程制限表示ランプは点滅し、ブームまたはジ
ブの動作［ブーム上げ、ブーム伸長、ジブ上げおよびジ
ブ伸長（*1）］が自動停止し、文字表示器に停止メッセ
ージが表示されます。また、ブザー（ビープ音）で3秒
間警報し、音声メッセージが出ます。
（*1）：フルオートジブ仕様に適用

ブーム角度制限の登録

4. 制限したい角度まで、ブームを操作してください。
◆該当する表示器には、現在のブーム角度が点滅表示さ
れます。

5. セットキーを押してください。該当する制限表示
ランプが点滅し、現在のブーム角度が制限値として登録
され、クレーン作業状態に戻ります。
◆制限値がすでに登録されているときは、セットキーを
押すと、作業範囲制限の登録が解除されます。

◆ブームを制限角度内に戻すと、該当する制限表示ラン
プは点灯に変わります。あらかじめ登録したブーム角度
に達するとブーム角度制限表示ランプは点滅し、ブーム
の上げまたは下げ動作が自動停止し、文字表示器に停止
メッセージが表示されます。また、ブザー（ビープ音）
で3秒間警報し、音声メッセージが出ます。

作業半径制限の登録

4. 制限したい作業半径までブームまたはジブを操作
してください。
◆作業半径表示器には、現在の作業半径が点滅表示され
ます。
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T25390J

ブーム上限�
角度制限値�

ブーム上限角度制限�
　　　　　シンボル�

ブーム下限角度制限�
　　　　　シンボル�

揚程制限シンボル（点滅）�
左旋回制限シンボル�
右旋回制限シンボル�

作業半径制限値�
作業半径制限シンボル�

ブーム下限角度制限値�

現在の揚程を点滅または�
揚程制限値を点灯表示�
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アウトリガ操作

設置場所の選定

地盤の養生

やむを得ず、軟弱地など地耐力が不足する場所にク
レーンを設置する場合は、下記の処置を行って地盤
を修正してください。
(1)傾斜地および凹凸のある場所は、クレーンが水平
に設置できるように地盤を整地してください。

(2)設置面の面圧を下げるために、地盤の状態に見合
った大きな面積と十分な強度のある鉄板や木材を
敷きその中央部にアウトリガフロートを設置して
ください。

T045262J

アウトリガ操作 アウトリガ操作128

設置場所の選定を誤ると、最悪の場合はクレーン
が転倒します。クレーンは堅固な地盤の上に設置して
ください。

警告�
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138

高速巻下げ操作

【留意事項】
◆高速巻下げ操作は荷をつっていない状態で操作可
能です。主巻または補巻のどちらかが荷をつってい
るときは操作できません。

主巻ウインチ操作

1. 主巻高速巻下げスイッチを「ON」してください。
主巻高速巻下げ表示ランプが点灯します。

2. 主巻ウインチレバーを操作して高速巻下げを行
ってください。
高速巻下げ：レバーを前方に押す
停　　止：レバーを中立位置に戻す

3. 高速巻下げ操作が終われば主巻高速巻下げスイ
ッチを「OFF」にし、主巻高速巻下げ表示ランプの消
灯を確認してください。

補巻ウインチ操作

主巻ウインチ操作と同じ要領で行います。
主巻ウインチ操作の項を参照し、それぞれのスイッ
チ、レバー類を補巻ウインチ用に置き換えて操作し
てください。

その他操作装置の使い方

ドラムインジケータ

ドラムインジケータ切換スイッチで主巻ウインチ
（メイン）、または補巻ウインチ（サブ）を選択して
ください。
ウインチドラムが回転すれば4つのドラムインジケー
タが順次点滅してドラムが回転していることを示し
ます。
1点灯のワイヤロープ移動距離
メイン：約12mm（ドラム4層）
サブ ：約6mm（ドラム3層）

T045271J

ウインチ操作 ウインチ操作

T25247J

S

ON

OFF

ウインチ高速巻下げ�

M

ウインチ高速巻下げ�
表示ランプ�

主巻きウインチ�
高速巻下げスイッチ�

ランプが左から右に�
順次点滅します。�

切換キー�

主巻フック表示ランプ�
補巻フック表示ランプ�

T25248J

T25246J

S

ON

OFF

ウインチ高速巻下げ�

M

ウインチ高速巻下げ�
表示ランプ�

主巻きウインチ�
高速巻下げスイッチ�

荷をつった状態での高速巻下げ操作は危険です
ので行わないでください。
急激なレバー操作は危険です。ウインチレバー

で降下速度を調整しながら巻下げ操作を行ってく
ださい。

警告�
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その他操作装置の使い方

旋回停止／解除スイッチ

【留意事項】
◆旋回を自動停止させる場合は、作業を行う前に、
旋回停止／解除スイッチを「旋停」位置にしてくだ
さい。ただし、下記の場合、旋回自動停止は作動し
ませんので十分注意してください。
• アウトリガ不使用作業時
• PTOスイッチが「ON（II）」位置で、かつ、AML非常
スイッチが「非常用」にセットされているとき

◆前方特別性能を選択しているときは、旋回停止／
解除スイッチの位置にかかわらず旋回自動停止を解
除できません。
◆旋回の自動停止機能を働かせるときは次の条件が
必要ですので注意してください。
• 車両が水平設置状態になっている。
• 旋回作動中の荷振れの状態がない。
• 風があまり吹いていない。
◆静止状態でつり荷のモーメントが90～100％である
場合には、旋回作動によって荷物の荷振れおよび遠
心力等が発生して、モーメントが100％を超えて旋回
自動停止することがあります。このような場合には、
「センカイゲンソクチュウ！」のメッセージが出ずに、
「ミギ　センカイ　ゲンド！」または「ヒダリ　セン
カイ　ゲンド！」のメッセージが出て自動停止する
ことがあります。

旋回の自動停止機能を働かせるスイッチです。旋回
の自動停止機能は次の2つの場合に働きます。
(１)アウトリガの張出幅が前後左右で異なり、旋回作
動を続けると過負荷になる場合

(２)AMLに旋回制限範囲を登録した場合

旋回警告灯

旋回操作中に旋回台後端左右に取り付けられている黄色
ランプが点灯して周囲の作業者に注意を促します。

旋回微速スイッチ

旋回操作時の作動速度を標準速度よりも遅くするスイッ
チです。
ブーム長さが長くなればブーム先端の周速度が速くな
り、レバー操作だけでは微速度調整が難しくなります。
このような場合には、このスイッチを「ON」にして旋
回作動速度を遅くします。

【留意事項】
◆旋回操作中にはスイッチ操作をしないでください。

T061070J

旋回操作 旋回操作148

旋回自動停止解除

旋回停止／解除スイッチ

旋回自動停止
T25238J

P.T.O旋回ブレーキ旋回停止起伏緩停止

巻過

非常過巻

旋 回
ブレーキ

ON解除

旋停

解除

起伏停

T32540J

旋回警告灯

T25400J

ルーフウオッシャルーフワイパ暖気促進
旋回フリー

旋 回
フリー

OFF

ON

ON

OFF

ON

INT

旋回微速
低騒音作業

ミラ
L

ONON

OFF
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28.

29.

30.

31.

32.

T061101J

168

T32566

T101195

T50557J-1

ストッパー�

ホースガイド�

ホースガイド�

ホース�

ホース�

ホース�

T25282J

スナップピン�

ピン�

テンションロッド�
取付リンク�

T26226J-1

コネクタ

リング

プラグ

コネクタ
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24.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7. 25.

T061101J

178

JIB  LOCKカチン

T101225J

A
B

警告

T101187

T25542J

ENG

ジブサイドアップ振出

伸縮補正

非常伸縮

作業灯

格納

ON

張 出 左 後

格 納

スライド

JIB
O/R

O/R
ジャッキ

2•3B

右 後

2•3B

4B~

押す
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定期交換保安部品

定期交換保安部品 定期交換保安部品186

T052791J

建設機械の部品には、時間の経過とともに品質が劣
化するものがあります。その部品が万一異常になっ
た場合、重大な事故につながる可能性のある部品を
「定期交換保安部品」として定めています。
本機の定期交換保安部品は下記の通りです。交換に
ついては当社サービス工場に依頼してください。な
お、これらの部品は期間内でも何らかの異常が発見
された場合は、交換してください。
その他の定期交換部品は取扱説明書に従って交換し
てください。

クレーン部

油脂液、エレメント類

◆交換時期は稼働時間と経過期間のどちらか早い方
で行ってください。

ゴム部品等

定期交換保安部品の交換を怠ると事故につなが
る危険性があります。必ず定期的に交換してくだ
さい。

警告�

定期交換保安部品 交換時期
ブーム伸縮用ワイヤロープ 4年毎

装置名 定期交換保安部品 交換時期 初回交換
作動油タンク 純正作動油 4800時間（4年） 300時間（3カ月）
作動油タンク内 リターンフィルタ 600時間（6カ月） 300時間（3カ月）
作動油タンク外 リターンラインフィルタ 600時間（6カ月） 300時間（3カ月）
作動油タンク エアブリーザ 600時間（6カ月）
ウインチブレーキ回路 ラインフィルタ 2400時間（2年）
自動停止回路 ラインフィルタ 2400時間（2年）
ウインチ減速機 ギヤーオイル 1200時間（1年） 300時間（3カ月）
旋回減速機 ギヤーオイル 1200時間（1年） 300時間（3カ月）
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旋回減速機の油量点検

・・・「600時間または6カ月毎」

旋回減速機のオイル交換

・・・「1200時間または1年毎」

油量点検

1. クレーンを下記の状態にしてください。
(1)アウトリガを張り出し、クレーンを水平に設置し
てください。

(2)作業に差し障りのない位置まで、ブームを上げて
おいてください。

2. 給油プラグとレベルプラグを取り外して油量を
点検してください。レベルプラグねじ穴の下面まで
入っていれば適量です。不足していれば、給油プラ
グねじ穴より補充してください。

3. 給油プラグとレベルプラグを締め付けてください。

オイル交換

1. クレーンを下記の状態にしてください。
(1)アウトリガを張り出し、クレーンを水平に設置し
てください。

(2)作業に差し障りのない位置まで、ブームを上げて
おいてください。

2. ドレーンプラグを取り外して排油口にビニール
ホースを接続してください。その後、給油プラグを
取り外してオイルを抜いてください。

3. オイルが全量抜けた後、ビニールホースを外し
てドレーンプラグを締め付けてください。

4. レベルプラグねじ穴からオイルが流れ出るとこ
ろまで、給油プラグねじ穴より新しいギヤーオイル
を給油してください。

5. 規定量給油した後、給油プラグとレベルプラグ
を締め付けてください。

T045371J

196ギヤーオイル ギヤーオイル

稼働直後は減速機が高温になっています。素手で
触れる程度まで冷えてから作業を開始してください。

警告�

T25288J

給油プラグ�

レベルプラグ�

T25289J

給油プラグ�

ドレーンプラグ�

ビニールホース�
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ストレーナの清掃

・・・・・・・・・「1200時間または1年毎」

1. オイル交換の項を参照してトランスミッション内
のオイルを抜き取ってください。

2. トランスミッション下部よりストレーナを取り外
してください。

3. ストレーナ取付け部から、トランスミッションケ
ース底面を清掃してください。

4. ストレーナを次の要領で洗浄してください。
(１)シンナー、灯油等の揮発性の溶剤に浸し、ナイロン
ブラシ等のやわらかいものでストレーナの表面を洗
ってください。

(２)ストレーナの内面から300～400 kPa｛3～4 kgf/cm2｝
の圧縮空気を通してください。

(３)ストレーナを乾燥してください。

5. ストレーナを元通りに取り付けてください。

6. オイル交換の項を参照してトランスミッションに
オイルを給油してください。

ラインフィルタの交換

・・・「1200時間または1年毎」

(１)トランスミッションの右前方のラインフィルタ
ケースを取り外してフィルタエレメントを交換して

ください。

T042821J

206トルクコンバータシステム トルクコンバータシステム

T01928

トランスミッション�

T30060J

�
ストレーナ�

Ｏリング�

フィルタエレメント�

ケース�

T24938J
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ラインフィルタ（ステアリング上部回路）
の清掃・・・「1200時間または1年毎」

ラインフィルタ（ステアリング下部回路）
の清掃・・・「2400時間または2年毎」

ラインフィルタ（サスペンション回路）
の清掃・・・「2400時間または2年毎」

ラインフィルタ（ウインチ回路）
の清掃・・・「2400時間または2年毎」

ラインフィルタ（ウインチ回路）の清掃
・・・「2400時間または2年毎」

ラインフィルタ（ウインチ回路）の交換
・・・「2400時間または2年毎」

T045412J

216油圧システム 油圧システム

T25371J

フロー�
コントロール�
バルブ�

�
フィルタ�

フィルタ�

T25372J

フィルタ�

T25373J

T25381J

フィルタ�

フィルタ�
T25386J

T25394J

フィルタエレメント�

フィルタ�
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(2)直径の減少が公称径の7％を超えるもの

(3)キンクしたもの（キンクとは、1のように輪がで
きたまま使用して2、3、4のようにロープが結節
した状態になったものをいいます）

(4)著しい型崩れ・腐食があるもの（著しい型崩れと
は、ストランドが凹んだもの、図のようにストラ
ンドがゆるんだもの、心綱がはみ出したものをい
います。また、著しい腐食とは、素線の表面にピ
ッチングが発生しているもの、腐食がロープ内部
に及んでいるものをいいます）

(5)熱やスパークにより損傷を受けたもの

ワイヤロープの取外し

1. アウトリガを設置して、ブームを後方または側
方に向けください。

2. ブームをいっぱいまで下げて、フックを地面に
降ろしてください。

3. フックまたはブーム先端部からロープソケット
を取り外してください。

4. ワイヤクリップを取り外し、ウエッジを打ち抜
いてロープソケットからワイヤロープを取り外して
ください。

5. フックおよび巻過検出装置のウエイトからワイ
ヤロープを抜き取ってください。

T008455J

ワイヤロープ ワイヤロープ

直径

T00064J

T01398

ロープソケット

ウエッジ 鉄棒

ワイヤクリップ ワイヤロープ

ハンマ

T00068J

1 2 3 4

T00065

T00066
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第71条（運転の合図）

1.事業者は、移動式クレーンを用いて作業を行うと
きは、移動式クレーンの運転について一定の合図を
定め、合図を行う者をを指名して、その者に合図を
行わせなければなりません。ただし、移動式クレー
ンの運転者に単独で作業を行わせるときは、この限
りではありません。
2.前項の指名を受けた者は、同項の作業に従事する
ときは、同項の合図を行わなければなりません。
3.第1項の作業に従事する労働者は、同項の合図に従
わなければなりません。

第72条（搭乗の制限）

事業者は、移動式クレーンにより、労働者を運搬し、
または労働者をつり上げて作業させてはなりません。

第73条

1.事業者は、第72条の規定にかかわらず、作業の性
質上やむを得ない場合、または安全な作業の遂行上
必要な場合は、移動式クレーンのつり具に専用のと
う乗設備を設けて、そのとう乗設備に労働者を乗せ
ることができます。
2.事業者は、前項のとう乗設備については、墜落に
よる労働者の危険を防止するため、次の事項を行わ
なければなりません。
(1)とう乗設備の転位および脱落を防止する措置を講
ずること。

(2)労働者に安全帯等を使用させること。
(3)とう乗設備と、とう乗者との総重量の1.3倍に相
当する重量に500kgを加えた値が、その移動式ク
レーンの定格荷重をこえないこと。

(4)とう乗設備を下降させるときは、動力下降の方法
によること。

3.労働者は前項の場合において安全帯等の使用を命
じられたときは、これを使用しなければなりません。

第74条（立入り禁止）

事業者は、移動式クレーンに係る作業を行うときは、
その移動式クレーンの上部旋回体と接触することに
より、労働者に危険が生ずる恐れのある箇所に労働
者を立ち入らせてはなりません。

第74条の2

事業者は、移動式クレーンに係る作業を行う場合で
あって、次の各号のいずれかに該当するときは、つ
り上げられている荷（第6号の場合にあってはつり具
を含む）の下に労働者を立ち入らせてはなりません。
(1)ハッカーを用いて玉掛けをした荷がつり上げられ
ているとき。

(2)つりクランプ1個を用いて玉掛けをした荷がつり
上げられているとき。

(3)ワイヤロープ等を用いて1箇所に玉掛けをした荷
がつり上げられているとき。（その荷に設けられ
た穴またはアイボルトにワイヤロープ等を通して
玉掛けをしている場合を除く）

(4)複数の荷が一度につり上げられている場合であっ
て、その複数の荷が結束され、箱に入れられる等
により固定されていないとき。

(5)磁力または陰圧により吸着されるつり具または玉
掛け用具を用いて玉掛けをした荷がつり上げられ
ているとき。

(6)動力下降以外の方法により、荷またはつり具を下
降させるとき。

第74条の3（強風時の作業中止）

事業者は、強風のため移動式クレーンに係る作業の
実施について危険が予想されるときは、その作業を
中止しなければなりません。

第74条の4（強風時における転倒の防止）

事業者は、前条の規定により作業を中止した場合で
あって移動式クレーンが転倒する恐れのあるときは、
その移動式クレーンのジブの位置を固定させる等に
より、移動式クレーンの転倒による労働者の危険を
防止するための措置を講じなければなりません。

第75条（運転位置からの離脱の禁止）

1.事業者は、移動式クレーンの運転者を荷をつった
ままで、運転位置から離れさせてはなりません。
2.前項の運転者は荷をつったままで、運転位置から
離れてはなりません。

T001383J

クレーン等安全規則 クレーン等安全規則
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